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1．はじめに

　一般的に，理系の学生は英語を苦手と感じてい
る者が多いと考えられている

1

．「第 1回 中学校英
語に関する基本調査」によると

2

，小学校で英語を
経験していても，6割の中学生が「英語を苦手と
感じている」としており，日本人の多くが英語を
苦手だと感じているのかもしれない．では本学の
学生はどのように感じているのだろうか．学生の
実態を測る第一歩として 1，2年次生対象とし，
英語学習に関するアンケート調査を実施した．回
答結果に基づき，学生の英語学習に対する意識や
ニーズを分析した．

2．調査方法

　アンケート調査は大阪薬科大学薬学部に所属す
る 1，2年次生を対象とした．2011年度前期に筆
者が担当した「英語 1」及び「英語 3」の 4クラ
スの受講生にアンケート回答を依頼し，1年次生

72名，2年次生68名，計140名の学生から回答と
データ利用の承諾を得た．
　調査時期は2011年 4月初旬で，各クラスの初回
授業の時間に質問紙を配布し，各受講生に回答し
てもらった．アンケートの質問項目は以下のよう
な内容である．

1）海外滞在・在住経験について
2）英語の好き嫌いについて
3）英語が得意か不得意かについて
4）英語学習の必要性について
5）伸ばしたい英語のスキルについて
6）英語の学習の動機について

3．結果と考察

　以下にアンケートの回答の集計結果と考察を述
べる．結果は全体の傾向を示す他に，学年別 2
グループに分け，カイ二乗検定を用いて比較し
（Excel使用）考察を行った．
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1）海外滞在・在住経験について

　まず，海外での滞在期間であるが，1年次生と
2年次生でほとんど差が見られなかった．全体的
に見ると，約半数が「滞在なし」で，「旅行程度」
が36％であり，両者で計84％となった（表 1参
照）．

2）英語の好き嫌いについて

　次に，英語が好きか嫌いかという質問に対し

ては，全体的に見ると，「ふつう」が44％で最も
多かった．「大好き」，「好き」とポジティヴな回
答をした協力者の合計は26％であったのに対し，
「好きではない」，「嫌い」とネガティヴな回答を
した協力者の合計は30％と同じような割合であっ
た（表 2参照）．
　また，図 1に示したように，1年次生と比べ
て，2年次生の方が「嫌い」と回答した者が多
かったが，統計的には有意差は出なかった．

表 2　英語が好きか
　　　Q：英語が好きですか．
　 1年次生 2年次生 全体
　 度数 パーセント 度数 パーセント 度数 パーセント
1） 大好き 0 0％ 3 4％ 3 2％
2）好き 19 26％ 15 22％ 34 24％
3）ふつう 31 43％ 30 44％ 61 44％
4）好きではない 15 21％ 8 12％ 23 16％
5）嫌い 7 10％ 12 18％ 19 14％

合計 72 　 68 　 140

表 1　海外での滞在期間
　　　Q： 海外に行ったこと，住んだことがありますか．
　 1年次生 2年次生 全体
　 度数 パーセント 度数 パーセント 度数 パーセント
1）海外滞在なし 35 49％ 32 47％ 67 48％
2）旅行程度 23 32％ 28 41％ 51 36％
3）1か月未満 9 13％ 6 9％ 15 11％
4）1か月～ 2か月未満 2 3％ 2 3％ 4 3％
5）2か月～ 6か月未満 0 0％ 0 0％ 0 0％
6）6か月～ 1 年未満 0 0％ 0 0％ 0 0％
7）1年以上 2年未満 1 1％ 0 0％ 1 1％
8）2 年以上 2 3％ 0 0％ 2 1％

合計 72 　 68 　 140

図１　英語は好きか
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4）英語学習の必要性について

　英語が必要かという問いには，ほぼ全員
（99％）が必要だと回答した．調査協力者は，英
語の好き嫌いや苦手意識には関係なく，必要性が
あると考えていることが分かる（表 4，図 3参
照）．1年次生と 2年次生では差が見られ，1年次

生の方が「とても必要」と考えている者が46％に
対し，2年次生は28％である．逆に，「必要」と
回答した者は 1年次生では53％であったのに対
し，2年次生では71％となった．必要性を強く感
じているのは 1年次生だということが分かった
（有意差有り．P＜.05）．

3）英語が得意か不得意かに関して

　英語の能力に自信があるかどうかの質問に対し
ては， 1，2年次生で差は見られなかった．「かな
り得意」と答える協力者が一人もいなかった．ま
た，「まあまあ得意」と答えた協力者は全体の10％

程度で，「ふつう」，「あまり得意でない」，「苦手」
と答えた協力者がそれぞれ約30％程度であった．
「あまり得意でない」，「苦手」と答えた協力者の合
計は60％となり，半数以上が英語の能力に自信を
もっていないことが分かる（表 3，図 2参照）．

表 3　英語の能力に自信があるか
　　　Q：英語の能力に自信がありますか．
　 1年次生 2年次生 全体
　 度数 パーセント 度数 パーセント 度数 パーセント
1）かなり得意 0 0％ 0 0％ 0 0％
2）まあまあ得意 6 8％ 8 12％ 14 10％
3）ふつう 21 29％ 21 31％ 42 30％
4）あまり得意ではない 25 35％ 20 29％ 45 32％
5）苦手 20 28％ 19 28％ 39 28％

合計 72 　 68 　 140

図２　英語の能力に自信があるか

表 4　英語学習の必要性
　　　Q：あなたにとって英語の学習が必要だと思いますか．
　 1年次生 2年次生 全体
　 度数 パーセント 度数 パーセント 度数 パーセント
1）とても必要 33 46％ 19 28％ 52 37％
2）必要 38 53％ 48 71％ 86 61％
3）あまり必要ではない 1 1％ 1 1％ 2 1％
4）必要とは思わない 0 0％ 0 0％ 0 0％

合計 72 　 68 　 140
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　英語の学習が必要だと考える場合は，自由記述
でその理由を回答してもらった．結果は以下の通
りである．「社会的に必要だから」，「グローバル
化された現在社会には必要だから」，「英語は世界
共通言語だから」などという外的要因から必要性
を感じている者が最も多かった（全体の36％）．
その次に多かったのは，「仕事・就職のため」
（18％），「外国への興味」（17％），「学業のため」
（16％）であった（表 5参照）．これら 3つは内的
要因であり，英語学習が自分自身にプラスになる
ものと考えていることが分かる．ごくわずかに
「TOEICなどの資格取得のため」という回答も含
まれた．全体的に漠然と「社会で必要とされて

いる」と回答する者が多かったのに対し，TOEIC

などの具体的な理由を記述した者は少なかった．
これは，興味深い結果である．今回の調査では，
調査協力者がまだ学部 1，2年次生で，英語学習
に関する知識を多く持っていないため，具体的な
理由の記述が少なかったのかもしれない．また，
図 4に示したように，1年次生と 2年次生を比べ
ると，「社会的必要性」と回答した者が 1年次生
では47％であったのに対し，2年次生では25％と
なっており，2年次生の方が内的要因を記述して
いる割合が高いことは明らかである．表 6のよう
に外的要因と内的要因の 2項目に分類し，学年別
に比較すると有意差がでた（P＜.01）

図３　英語学習が必要か

表 5　英語学習が必要な理由
　　　Q：英語学習が必要な理由（自由記述）
　 1年次生 2年次生 全体
　 度数 パーセント 度数 パーセント 度数 パーセント
社会的必要性，グローバル化のため 34 47％ 17 25％ 51 36％
仕事，就職のため 10 14％ 15 22％ 25 18％
外国への興味（旅行・交流・情報収集） 6 8％ 18 26％ 24 17％
学業のため 9 13％ 13 19％ 22 16％
資格取得のため（TOEICなど） 2 3％ 2 3％ 4 3％
苦手だから克服したい 4 6％ 0 0％ 4 3％
回答なし 7 10％ 3 4％ 10 7％

合計 72 　 68 　 140

図４　英語学習が必要な理由（自由記述）
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5）　伸ばしたい英語のスキルについて

　英語のスキルの中で伸ばしたい項目を複数回答
で選択してもらった．特にない場合の選択肢も含
まれていたが，それを選んだ協力者は 2 ％以下
にとどまった．全体的に見ると，最も伸ばした
いスキルは「リスニング」で，「スピーキング」，

「リーディング」，「薬学英語」と続いた．「ライ
ティング」と「文法」はあまり求められていない
ようである（表 7参照）．図 5に示したように，
1，2年次生を比べると，2年次生は 1年次生よ
りも「リーディング」と「薬学英語」を学習した
いと望んでいる者が若干多いことが分かる．

表 6　外的・内的要因別
　 1年次生 2年次生
　 度数 パーセント 度数 パーセント
外的要因（社会的必要性，グローバル化のため） 34 52％ 17 26％
内的要因（仕事，就職のため，外国への興味，学業のため，
資格取得のため，苦手だから克服したい） 31 48％ 48 74％

合計 65 65

表 7　伸ばしたいスキル
　　　Q：自分で伸ばしたいと思っているスキル等はありますか．（複数回答可）
　 1年次生 2年次生 全体
　 度数 パーセント 度数 パーセント 度数 パーセント
1）リスニング 44 31％ 45 26％ 89 28％
2）スピーキング 32 22％ 34 19％ 66 21％
3）リーディング 19 13％ 35 20％ 54 17％
4）専門の薬学英語 16 11％ 26 15％ 42 13％
5）ライティング 15 10％ 19 11％ 34 11％
6）文法 15 10％ 15 9％ 30 9％
7）特にない 3 2％ 2 1％ 5 2％

合計 144 　 176 　 320

図５　伸ばしたいスキル
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4．まとめ

　本学の 1，2年次生対象に英語に関する意識調
査を実施した．結果として明らかになった全体的
な傾向は以下の 3点である．

1）嫌いと答える協力者はそれほど多くなかった
のに対し，苦手と答える学生の割合が高かった．
全体的に見て，英語を不得意と考えている学生
が多いことが分かった．

2）ほとんどの協力者は，英語学習を必要だと考
えている．

3）英語学習の動機として「職業・専門性志向」
の動機が高いことが分かった．英語を学業，資
格，将来の仕事に生かしたいということである．

　以上の結果から示唆できることは，教室活動に
苦手意識をできるだけ取り除けるような工夫を取
り入れることと，より専門性の高い英語教育を提
供するということである．近年，理系学生対象の
英語クラスでは，そのような試みが実践されつ
つある

8,9,10

．また，学部等で大規模に専門英語教育
（ESP）を試みている大学もある．例えば，東京
大学教養英語学部による理系英語プログラム

11

や立

6）英語学習の動機について

　語学学習の動機は様々な区分に分けられるが
3

，
今回は先行研究の結果をもとに日本人大学生が多
く選びそうなものを選択肢とした

4,5,6

．英語学習の動
機についての問いに対し「特にない」と回答した
協力者は 1～ 3 ％程度で，ほとんどの協力者が
具体的な選択肢を選んだ．動機に関しては 1，2
年次生で差が見られなかった．全体的に見ると，
「将来仕事に役立てるため」という回答が最も多
く，24％を占めた．次に多かったのは 3項目で，
「専門の勉強のため」，「TOEICなどの資格や検定
試験のため」，「海外旅行」がそれぞれ16～17％で

あった．「仕事」，「学業」，「資格・検定試験」は
「職業・専門性志向」の学習動機であり，本学の
学生の動機としては最も高いことが分かった．反
対に「外国のことを学んだり，知識を得たりする
ため」や「英語学習によって達成感や満足感を得
ることができるから」という「自己向上志向」の
動機の項目を選択する学習者は少なかった（表 8
参照）．先行研究によると，一般大学学生と医科
大学学生と比較して，前者の方が「自己向上志
向」が高く，後者では「職業・専門性志向」の学
習動機が高くなっている

7

．本学でも後者と同じ状
況となっていることが分かった．

表 8　英語学習の動機
　　　Q：どうして英語を勉強したいですか．○をつけてください．（複数回答可）
　 1年次生 2年次生 全体
　 度数 パーセント 度数 パーセント 度数 パーセント
将来仕事に役立てるため 59 26％ 42 22％ 101 24％
専門（薬学）の勉強に役立てるため 44 19％ 30 15％ 74 17％
TOEIC などの資格や検定試験のため 34 15％ 35 18％ 69 16％
海外に旅行したいため 32 14％ 34 17％ 66 16％
海外の映画や音楽が好きだから 18 8％ 17 9％ 35 8％
外国のことを学んだり，知識を得たりするため 22 10％ 13 7％ 35 8％
英語学習によって達成感や満足感を得ることができるから 7 3％ 7 4％ 14 3％
外国人の友人がほしいため 4 2％ 8 4％ 12 3％
留学したいため 6 3％ 4 2％ 10 2％
特にない 2 1％ 5 3％ 7 2％
その他（自由記述） 0 0％ 0 0％ 0 0％

合計 228 　 195 　 423
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命館大学のプロジェクト発信型英語プログラム
12

が
挙げられる．
　今回の調査では， 1，2年次生の一部の学生を
対象に横断的な分析も試みたが，本学の学生に
あったプログラムを検討するため，今後は， 1，
2年次生だけではなく， 1～ 6年次生までの横断
的調査も望まれる．また，同じ学生が学年が上が
るにつれ，どのように意識を変化させていくかを
探る縦断的調査も必要であろう．
　薬学教育が 6年制になって，英語教育の目的や
到達目標値が再考されてきたが

13

，今後学生だけで
はなく，さまざまな視点で薬学系大学生のための
英語教育について考えていきたい．
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